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日本の潜在成長率は他国に比べて劣後。資本の寄与の差も大。
国内投資により潜在成長率を高める供給力の強化が重要。

（資料）
日本：内閣府「GDPギャップ、潜在成長率」（2024年9月17日）
米国：米議会予算局「Budget and Economic Data」（2024年6月18日）
ドイツ：ドイツ経済諮問委員会「SPRING REPORT 2024」（2024年5月15日）
韓国：世界銀行「A Cross-Country Database of Potential Growth」（2023年3月27日）

（％）

潜在成長率の各項目寄与度の比較 資本ストックの推移
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（注）資本ストックの伸び率は、厚生労働省「第２回社会保障審議会年金部会 年金財政における経済前提に関する専門委員
会」（令和５年２月24日）資料３を参考に、(総固定資本形成-固定資本減耗)/固定資産 により算出。資本ストックは、
1995年を100として、前年の資本ストックに伸び率を掛け合わせることで算出。
（出所）OECD.stat、厚生労働省「第２回社会保障審議会年金部会年金財政における経済前提に関する専門委員会」（令和
５年２月24日）を基に経済産業省作成。

（1995年=100）
韓国＝+4.25%/年
（1995~2022）

カナダ＝+3.04%/年
（1995~2022）

英国＝+1.68%/年
（1995~2022）

日本＝+0.65%/年
（1995~2022）

米国＝+1.92%/年
（1995~2022）

ドイツ＝+0.96%/年
（1995~2022）

フランス＝+1.61%/年
（1995~2022）
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AI・半導体関連支援策の方針
 ＡＩ・半導体への投資は、他のあらゆる産業の発展やＧＸ等の社会課題解決に不可欠であり、地域の中小企業
も含め幅広く波及。

 このため、生成AI・半導体支援に対し、必要な財源を確保しながら、複数年度に渡り大規模かつ戦略的に支援を
行う。

 これを通じ、2030年15兆円の売上高目標を上回るよう、官民合計約50兆円の関連設備投資を誘発し、また、半
導体生産等に伴う約160兆円の経済波及効果を実現していく。

 加えて、AI・半導体の国内供給力強化を通じた産業全般の競争力強化を図る。

国内の半導体関連売上の推移と目標政府の支援により動き出している大規模な国内投資案件
（半導体関係）
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AI・半導体支援の必要性①
 生成AIは、人手不足やGX等の社会課題解決や革新的な製品・サービス創出に寄与する。
 各国が政策支援に注力する中、我が国はデジタル投資で劣後。デジタル赤字も拡大。
 生成AIの競争力は、「AIの機能」に加え、電力需要の抑制に必要な「消費電力の低さ」。
 これを最適化するハード（半導体・DC）と、ソフト（生成AI）が、相互円滑に機能するエコシステムを国内に
構築することが、産業の国際競争力強化に不可欠。

出所：McKinsey＆Company「生成AIがもたらす潜在的な経済効果」
（2023年6月）※1ドル＝145円で計算

生成AIによる労働生産性向上に基づく経済効果
885兆円～1,146兆円
主な領域の例
• 製品・研究開発：化学分子の構造最適化、新薬や新素材
の候補物質の生成

• 顧客対応：24時間365日、顧客の言語や場所に関係なく、
複雑な問いに即座に対応

• ソフトウェア開発：コードの初期ドラフトの生成、既存コードの
修正や改善

※従来AIによる経済効果
1,595~2,567兆円に上乗せ

【AI・半導体エコシステム】
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AI（基盤モデル等）

計算資源（AI用データセンター+マネジメントシステム）

最先端半導体（＋それを支える装置・素材等）

デジタル技術基盤

安全保障防災 金融化学・バイオものづくり 物流医療・介護モビリティ

※AI・半導体技術をどう活用するか、設計段階から
※綿密に擦り合わせながら開発・生産する必要がある



AI・半導体支援の必要性②

出所：SEMI “World Fab Forecast”
※期間は2022 年第1～第4四半期。前工程の量産工場（R&Dやパイロットラインの機能を含んでも良い）のみを
計上し、R&Dやパイロットラインのみの工場を含まない。ファーストシリコン以降の段階にある工場のみを含む。

ロジックI.C.のノード別生産能力比率
（200nmウエハ換算）

10nm未満 40nm~90nm10nm~32nm

出所：地域別投資計画調査（日本政策投資銀行）

2022年度 2023年度 2024年度（計画）

九州地域
製造業 0.3 80.3 3.6
全産業 3.0 46.2 2.2

全国
製造業 10.8 13.2 23.1
全産業 10.0 7.4 20.6

九州地域の設備投資増減率（％）

過去最大 水準持続

TSMC進出を起点とした経済波及効果に対し、対象を電子デバイス産業
全体に広げた結果、2022年から10年間の経済波及効果を約11.2兆円、
GRP(県内総生産)影響額を5.6兆円と試算。

 JASMの月給は学部卒で28万円で、全国平均より5万円以上高い水準。
県内の一人当たり雇用者報酬増加効果は38万円/年と見込まれている。

TSMCの投資決定以降、68社が熊本へ進出又は設備拡張を公表
（2024年9月時点） 。

菊陽町は税収増を見込み、小中学校の給食費と、保育施設のおかずなどの
副食費を無償化する旨表明。

経済波及効果（九州フィナンシャルグループによる試算）

 半導体の世界需要は10年で３倍に増大。地域経済への波及効果も極めて大きく、賃上げが期待される。
 半導体は、産業活動・国民生活に不可欠な重要物資。しかし、我が国は、その供給を台湾等に大きく依存して
おり、供給が途絶した場合のGDP損失は甚大。

 世界各国は大規模な産業政策を展開中。
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TSMCの誘致に伴って中小企業が投資した実例 合計38件472億円超
(金額は公表企業分等の合計額）

各社・自治体のHP情報等を元に経済産業省作成（2021年4月～2024年2月26日時点）

日本ファインテック(株)岡垣工場
【岡垣町】○新棟建設

日本ファインテック(株) 宮若工場
【宮若市】○新棟建設

メック(株)北九州工場
【北九州市】○製造拠点新設

北原ウエルテック(株) 【鳥栖市】
○新工場建設、立地協定

(株) ワイ・デー・ケー九州【基山町】
○テクニカルセンター新設

(株)タケシタ【大木町】
○設備増強

佐賀県

(株)インターアクション 
【長崎市】○開発拠点新設

北川精機(株) 【長崎市】
○拠点新設、立地協定

(株)エリア【杵築市】
○設備増強

大分デバイステクノロジー(株) 
【大分市】○設備増強

(株)佐々木精工【豊後高田市】
○新工場建設（移転）

(株)スズキ【大分市】
○新棟建設（保管倉庫）

(株) AKシステム【大分市】
○新工場建設福岡県

マイクロカット(株)【霧島市】
○工場増設

東フロコーポレーション(株)
【霧島市】
○移転増設、立地協定

(株)くまさんメディクス
【合志市】○新工場建設

熊本県

鹿児島県

吉川工業アールエフセミコン(株) 
【新富町】○工場増設・設備増強

(株)中園工業所【延岡市】
○新棟建設

(有)花菱精板工業【延岡市】
○移転・増設

ナカヤマ精密(株) 
【菊陽町】○新棟建設

大分県

伸和コントロールズ(株)
【大村市】○拠点新設

長崎県

宮崎県

鹿児島県

宮崎県

熊本県

長崎県

佐賀県
福岡県 大分県

栄光デザイン＆クリエーション(株) 
【大津町】○拠点新設、立地協定

(株)くまさんメディクス【菊池市】
○新工場建設

ヒューグルエレクトロニクス(株) 
【荒尾市】○新工場建設・立地協定

第一電材エレクトロニクス(株)
【山鹿市】○新工場建設、立地協定

(株)オジックテクノロジーズ
【合志市】○設備増強

(株)ケイ・エム・ケイ【宇城市】
○新工場建設、立地協定

(株)テラプローブ【芦北町】
○設備増強、立地協定

(株)スリーダイン【益城町】
○新工場建設、立地協定

淀川ヒューテック(株)
【益城町】○新工場建設

カンケンテクノ(株)
【玉名市】○新工場建設

日本精密電子(株) 
【荒尾市】○新工場建設・増設

SUS (株) 熊本事業所
【菊陽町】 ○事業所増設

(株)くまさんメディクス【大津町】
○新工場建設および増築

応用電機(株) 【菊池市】
 ○新工場建設、立地協定

日信商工(株) NISCO熊本
【菊池市】○工場新設

日本マーテック(株) 
【熊本市】○事業所開設

INNOSセミコンダクター(株) 
【熊本市】○拠点新設
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